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０.８φスズメッキ線

１０φ２回巻
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幅３ｍｍ、長さ９ｍｍ

厚さ０.３ｍｍ 銅板

Ｔ型アンテナカプラー

スプリアスを取り除くフィル

ターとしている。

入力マッチング回路
インピーダンス５０Ωの同軸ケーブル

をＴＲの入力インピーダンスに整合させ

る。この場合数Ωにステップダウンする。

出力 マッチング回路
ＴＲのインピーダンスを５０Ω

と整合させる。この場合ステッ

プアップとなる。

１００Ωに０.８φ

ホルマル線密巻

１００Ωに０.８φ

ホルマル線

５回巻

電源電圧１５Ｖ、入力１０Ｗ

疑似アンテナ使用

４ ３０ＭＨｚ帯になると、同軸ケーブルでの減衰がかなり目立ち始めてきます。現在屋上から部

室まで５Ｄ２Ｖで給電していますが、この５Ｄ２Ｖが４３０ＭＨｚの電波に対して約３ｄＢの損失

が考えられます。つまりこの同軸ケーブルでのロスはそのまま受信機の感度の低下につながりま

す。また逆に送信の場合も１０Ｗの電力を発生する無線機をつかっても、屋上のアンテナには５Ｗ

の電力しか供給されません。そこでよく行なわれるのがアンテナ直下型のパワーブースター、及び

プリアンプです。

アンテナ直下型のパワーブースターは雑誌でもよく制作記事が紹介されますが、約５千円のパワ

ーモジュール（ＩＣ）をつかったものばかりです。勿論製作はきわめて簡単なのですが、値段が高

い上、これほどまでゲインは必要もありません（３ｄＢで十分）

そこで１４０ＭＨｚの高周波パワートランジスターが安値で手に入ったのでパワーブースターを

実験的に製作しました。

４３０ＭＨｚ帯 ＦＭパワーアンプ の製作

周波数 出力電力 効率

（ＭＨｚ） （ワット） （％）

４３０ １８．０ ５０

４３１ １８．５ ５４

４３２ １８．２ ５５

４３３ １８．０ ５６

４３４ １８．０ ６０

４３５ １７．０ ５８

４３６ １６．０ ５６

４３７ １５．０ ５４

４３８ １５．０ ５４

４３９ １４．６ ５４

４３０ＭＨｚ帯の回路になると、回路図通りに作ってもなかなか思うように動作してくれません。結

局カットアンドトライで組み上げました。トリマーの数が多くなったのもこのためで、調整にかなりの

時間がかかります。また安物のセラミックトリマーを使ったので、うまく整合がとれていない時、かな

りの発熱が生じて、みるみるうちに出力電力が変化します。現在なんとか動作していますが、トリマー

をフィリップスタイプのものにすべて交換しよう思っています。

（注意） 出力電力が変化する理由は，発熱のためにトリマーの容量が変化するためにマッチングが

とれなくなるためです．温度特性のすぐれたものを使うとこのようなことはなくなります．

図の回路図で実験してみました。なにぶん２ＳＣ２０

９４は１７０ＭＨｚ帯のトランジスターですからあまり

期待はできなかったのですが、電源電圧を１５Ｖにする

となんとか１０Ｗの入力で１８ワットの出力が得られま

した。従って電力増幅率が１. ８倍（２. ６ ｄＢ）とな

り、ほぼ同軸ケーブルの損失を取り戻すゲインが得られ

ました。


